
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1203 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 2 第 3 学年 

VISTA English  

Communication Ⅰ 

New Edition 

補助プリント、他 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語理解の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能のうち、特に「読

むこと」、「書くこと」の力をつけることに重点を置いた授業です。そのため、読んだり書いたりしたこ

とを基に情報や考えなどについて話したりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加

しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということに気

をつけて学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な活動です。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞い

ている人にきちんと伝わるように積極的に活動に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語理解」（２単位）、「英語会話」（２単位）、「（学）実用英語」（２単位）、「（学）

英語に触れようＢ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・前もって準

備 し た 上

で、日常的

な 事 柄 に

つ い て 基

本 的 な 語

や 表 現 を

使って、複

数 の 文 で

描 写 す る

こ と が で

きる。 

・基本的な語

英語会

話 

 

 

・自分のことや
学校、地域の
ことなどの
簡単な紹介
文を書くこ
とができる。 

・簡単な語や基

礎的な表現

を使いなが

ら、and、but、

because など

で文と文を

つないで、日

記や説明文

（学）英

語 に 触

れ よ う

Ｂ 

 

はっきりと話

されれば、身

近なトピック

についての短

いニュースの

要点を聞き取

ることができ

る。 

ゆっくりはっ

きりと話され

れば、駅や空

港等の短いア

ナウンスにつ

英 語 会

話 

 

 

・簡単な語

や表現を

使って書

かれた短

い物語や

伝記など

を理解す

ることが

できる。 

・簡単な英

語で表現

されてい

れば、ガ

（学）

実用英

語 

 

英語理

解 
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や 表 現 を

使って、好

き 嫌 い や

で き る こ

と で き な

い こ と な

ど 日 常 的

な 事 柄 に

つ い て や

り 取 り を

す る こ と

ができる。 

などまとま

りのある文

章を書くこ

とができる。 

いて自分に必

要な情報を聞

き取ることが

できる。 

イドブッ

クなどを

読んで必

要な情報

を見つけ

出すこと

が で き

る。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに

関心をもち、積極的に

言語活動を行い、コミ

ュニケーションを図ろ

うとしているかを的確

に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書くこ

と」の到達目標を的確

に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」と「読むこ

と」の到達目標を的確

に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用につい

ての知識を身に付けて

いるとともに、その背

景にある文化などを理

解しているかどうかを

的確に評価できる方法

で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

単元 
配当時間 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson  

8 

 

（ 8 時

間） 

Motala and  

Landmines 

 

受け身 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・本文内容を通
じて「受け
身」について
の理解を深
め、「話す」
「書く」「聞
く」「読む」活
動において積
極的に運用し
ようとするこ
とができる 

 
 
 

 「受け身」につ
いて口頭での質
疑応答や音読を
行う 

・積極的に表現
できているか 

 

・音読、ペ
アワーク 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語表現の能力」 
・状況に応じて
「受け身」を
使って表現す
ることができ
る 

・「受け身」の空
所補充、英作文
をさせる 

・「受け身」を
用いて、適切
な表現で書く
ことができる
か 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語理解の能力」 
・「受け身」を理
解して書かれた
英文を読みとる
ことができる 

・「受け身」を用
いた英文を日本
語になおす 

・適切な表現を
判断できるか 

・補助プリ
ントでの演
習 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「受け身」の基
本的な用法や表
現を理解してい
る 

・本文内容をもと
に、ペアで話し合
い内容理解につと
める 

・本文内容と基
本的な用法や
表現を理解で
きるか 

・ペアワー
ク 

・補助プリ
ントでの
演習 

Lesson 

9 

 

（ 8 時

間） 

Dick 

Bruna 

 

関係代名詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・本文内容を通
じて関係代名
詞についての
理解を深め、
「話す」「書
く」「聞く」
「読む」活動
において積極
的に運用しよ
うとすること
ができる 

・関係代名詞につ
いて口頭での質
疑応答や音読を
行う 

・積極的に表現
できているか 

 

・音読、ペ
アワーク 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語表現の能力」 
・状況に応じて
関係代名詞を
使って表現す
ることができ
る 

・関係代名詞の空
所補充、英作文
をさせる 

・関係代名詞を
用いて、適切
な表現で書く
ことができる
か 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語理解の能力」 
・関係代名詞を
理解して書かれ
た英文を読みと
ることができる 

・関係代名詞を用
いた英文を日本
語になおす 

・適切な表現を
判断できるか 

・補助プリ
ントでの演
習 

「言語や文化についての知識・理解」 
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・関係代名詞の
基本的な用法や
表現を理解して
いる 

・本文内容をもと
に、ペアで話し合
い内容理解につと
める 
 

・本文内容と基
本的な用法や
表現を理解で
きるか 

・ペアワー
ク 

・補助プリ
ントでの
演習 

単元 
配当時間 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 

10 

 

（ 8 時

間） 

Tsujii, 

the Great 

Pianist 

 

関係副詞 

形式主語 It 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・本文内容を通
じて関係副
詞、形式主語
It についての
理解を深め、
「話す」「書
く」「聞く」
「読む」活動
において積極
的に運用しよ
うとすること
ができる 

 
 
 

 関係副詞、形式
主語 It について
口頭での質疑応
答や音読を行う 

・積極的に表現
できているか 

 

・音読、ペ
アワーク 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語表現の能力」 
・状況に応じて
関係副詞、形
式主語 It を使
って表現する
ことができる 

・関係副詞、形式
主語 It の空所補
充、英作文をさ
せる 

・関係副詞、形
式主語 It を
用いて、適切
な表現で書く
ことができる
か 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語理解の能力」 
・関係副詞、形
式主語 It を理解
して書かれた英
文を読みとるこ
とができる 

・関係副詞、形式
主語 It を用いた
英文を日本語に
なおす 

・適切な表現を
判断できるか 

・補助プリ
ントでの演
習 

「言語や文化についての知識・理解」 
・関係副詞、形
式主語 It の基本
的な用法や表現
を理解している 

・本文内容をもと
に、ペアで話し合
い内容理解につと
める 

・本文内容と基
本的な用法や
表現を理解で
きるか 

・ペアワー
ク 

・補助プリ
ントでの
演習 

Lesson 

11 

 

（ 8 時

間） 

Ideas  

from  

Nature 

 

分詞構文 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・本文内容を通
じて分詞構文
についての理
解を深め、「話
す」「書く」
「聞く」「読
む」活動にお
いて積極的に
運用しようと
することがで
きる 

 分詞構文につい
て口頭での質疑
応答や音読を行
う 

・積極的に表現
できているか 

 

・音読、ペ
アワーク 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語表現の能力」 
・状況に応じて
分詞構文を使
って表現する
ことができる 

・分詞構文の空所
補充、英作文を
させる 

・分詞構文を用
いて、適切な
表現で書くこ
とができるか 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語理解の能力」 
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・分詞構文を理
解して書かれた
英文を読みとる
ことができる 

・分詞構文を用い
た英文を日本語
になおす 

・適切な表現を
判断できるか 

・補助プリ
ントでの演
習 

「言語や文化についての知識・理解」 
・分詞構文の基
本的な用法や表
現を理解してい
る 

・本文内容をもと
に、ペアで話し合
い内容理解につと
める 
 

・本文内容と基
本的な用法や
表現を理解で
きるか 

・ペアワー
ク 

・補助プリ
ントでの
演習 

単元 
配当時間 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 

12 

 

(8 時間) 

 

Steve 

Jobs 

 

仮定法過去 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・本文内容を通
じて仮定法過
去についての
理解を深め、
「話す」「書
く」「聞く」
「読む」活動
において積極
的に運用しよ
うとすること
ができる 

 仮定法過去につ
いて口頭での質
疑応答や音読を
行う 

・積極的に表現
できているか 

 

・音読、ペ
アワーク 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語表現の能力」 
・状況に応じて
仮定法過去を
使って表現す
ることができ
る 

・仮定法過去の空
所補充、英作文
をさせる 

・仮定法過去を
用いて、適切
な表現で書く
ことができる
か 

・補助プリ
ントでの
演習 

「英語理解の能力」 
・仮定法過去を
理解して書かれ
た英文を読みと
ることができる 

・仮定法過去を用
いた英文を日本
語になおす 

・適切な表現を
判断できるか 

・補助プリ
ントでの演
習 

「言語や文化についての知識・理解」 
・仮定法過去の
基本的な用法や
表現を理解して
いる 

・本文内容をもと
に、ペアで話し合
い内容理解につと
める 

・本文内容と基
本的な用法や
表現を理解で
きるか 

・ペアワー
ク 

・補助プリ
ントでの
演習 

 

 

 


